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ウェールズの風景-R.S.トマス､詩の翻訳とコメント-��

佐 野 博 美

Welsh Landscape-Japanese Translations of Poems by R.S.

Thomas;'Song for Gwydion','Song','Welsh Landscape','Pisces'and

'Evans'

Hiromi Sano

詩人は存在の原点を探し求める｡空の彼方に｡地の底に｡宗教のおしえるところに耳を

傾け､哲学書をあさり､神の姿をかいま見ようとする｡この熱望はしばしば長い間かなえ

られない｡R.S.トマスも祖先の地､ウェールズに神秘なあこがれを抱き､その山岳地帯の美

しい自然にロマンティックな夢を持つ｡まるでそこがお話のなつかしい国､いつか帰るべ

き夢の原点であるかのように｡

DuringmyreturnbytrainfromtheologicalcollegetoCaergybiIusedtopass

throughtheWelshbordercountry.Sinceitwasaneveningtrain,Iusedtoseethe

Welshhillsoutlineddarklyagainsttheafterglowinthewest.Myimaginationwas

stirred,andIthoughtoflonelyfarmsanddark-facedpeople,andapastofstrifeand

bloodshed.(R.S.Thomas,"AutobiographicalEssay",p.9.)

[神学大学からか-ジビーへと列車で帰る時､私はいつもウェールズの辺境地帯を通過

した｡遅い時刻の列車であったので､ウェールズの山並みが､燃え残る西空を背景に黒

く浮かんで見えたものだ｡私の想像力はかき立てられて､もの寂しい農場や､謎めいた

照りに生きる住人たちや､戦いと流血の過去を思い描いたo]

しかし牧師としてこの地に着任し､子供時代からの夢がかなえられてしまうと､彼は彼

自身の夢想と現実の間のギャップにただ戸惑う｡そこにも他の世界と変わらぬ常の生活が

あり､しかも自然環境は驚くほど過酷である｡遠目には美しい夢の国も､現代社会の害悪

に毒されて､時には見捨てられ､時には観光化されて､産業利益や経済システムの犠牲と

なり果てようとしている｡
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SongforGwydiom

WhenIwasachildandthesoftfleshwasforming

Quietlyassnowonthebareboughsofbone,

Myfatherbroughtmetroutfromthegreenriver

Fromwhosechilllipsthewatersonghadflown.

Dullgrewtheireyes,thebeautiful,blithegarland

Ofstipplesfaded,aslightshockedthebrain;

Theywerethefirstsweetsacrificeitasted,

Ayounggod,ignorantoftheblood'sstain.
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息子に

ぼくが幼く､やわらかな肉が静かに

降る雪のように､裸の骨の枝々で形になろうという頃

父はぼくのため､緑の河から鱒を捕えて帰った

ひんや りとしたその唇は雄弁に､水の歌を歌ったものを

日の光のショックに､鱒たちは眼も空ろ

見事に息づ く斑紋の花綱も色槌せてしまった

ぼくの食した甘いいのちの最初の犠牲 (いけにえ)

神様はまだ幼くて､血の汚れなどご存知もない

☆1945年､長子Gwydion誕生｡

R.S.トマスの父親は川釣りを好んだ｡トマスが成長した後はピクニックを兼ねて､家族そろって鱒釣 り

に同行したようであるoそれ故か､トマスの誕生の記憶の風削二は鱒のイメージがあるOちょうど望遠鏡

を逆さまに見るように､彼の成長の進か昔に､川の長 (おき)たる鱒の神々しい姿が､まるで彼の存在理

由を説明するかのように浮かんで見える｡

Ibringtheheart

Notthemindtotheinterpretation

Oftheir(-thetrout'S)music,lettingthestream

Combme,feelingitfresh

lnmyveins,revisitingthesources

Thatareasnearnow

AsonthemorningIsetoutfromthem.

("TheRiver",ll.9-15.)

その (-鱒の)歌の秘密を

今､頭ではなく心で解こう

流れる水に身を琉かせ

無心にこの血でとらえ

旅立った日の あの朝ほどにも近づいた

僕の原点に今は還って



92 清泉女学院短期大学研究紀要(第15号)

Song

Wandering,wandering,hopingtofind

Theringofmushroomswiththewetrind,

Coldtothetouch,butbrightwithdew,

Agreenasylumfromtime'srange.

Andfindinginsteadtheharshways

Oftheruinouswindandtheclawedrain;

Thestorm'shysteriainthebush;

Thewildcreaturesandtheirpain.
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うた

歩いて歩いて､探しもとめる

ぬれた表皮のキノコの輪舞

指に冷たく､露にかがや く

時間の外の緑の聖域

そして見つけた､無情にすさぶ

破壊の風と篠突く雨*

茂みを駆け抜ける疾風のヒステリー

野に生きる者たちのおののく姿

*篠突く雨-原詩は ｢(かぎ)爪を持った雨 (theclawedrain)｣O鋭い爪で引っ掃 く､あるいは突き刺すよ

うな激しい雨を指すと思われる｡



94 清泉女学院短期大学研究紀要(第15号)

WelshLandscape

ToliveinWalesistobeconscious

Atduskofthespilledblood

Thatwenttothemakingofthewildsky,

Dyeingtheimmaculaterivers

lnalltheircourses.

Ⅰtistobeaware,

Abovethenoisytractor

Andhumofthemachine

Ofstrifeinthestrungwoods,

Vibrantwithspedarrows.

Youcannotliveinthepresent,

AtleastnotinWales.

Thereisthelanguageforinstance,

Thesoftconsonants

Strangetotheear.

Therearecriesinthedarkatnight

Asowlsanswerthemoon,

Andthickambushofshadows,

Hushedatthefields'corners.

ThereisnopresentinWales,

Andnofuture;

Thereisonlythepast,

Brittlewithrelics,

Wind-bittentowersandcastles

Withshamghost;

Moulderingquarriesandmines;

Andanimpotentpeople,

Sickwithinbreeding,

Worringthecarcaseofanoldsong.
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ウェールズの風景

ウェールズに生きるとは

日暮れ時､流された血に生きること

血はかって純潔の水面を染めつつ

川という川を流れて

この暗く燃える空を作った

ウェールズに生きるとは

喧しい トラクターや

ぶんぶん捻る機械にもまして

飛び乗る矢の数に身構え

胴震いする森の闘いを知ること

ともかくウェールズに

現在 (いま)はない

例えば､その言語 (ことば)

耳柔らかな

不思議な子音

例えば､月に応える臭の

夜の闇に叫ぶ声

野の隅では声をひそめて

黒々と待ち伏せている影たち

ウェールズに現在 (いま)はない

また未来の時も

壊れそうな遺跡を抱いて

過去だけがある

まがい物の亡霊が棲む

風蝕された塔や城

崩れた石切 り場や鉱山の跡

そして力も失せた人々は

近親の交わりに病み

古の歌の形骸 (むくろ)を愛しむばかり

95
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Pisces

Whosaidtothetrout,

YoushalldieonGoodFriday

Tobefoodforaman

Andhisprettylady?

ItwasI,saidGod,

Whoformedtheroses

lnthedelicateflesh

Andthetooththatbruises.
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双魚宮

鱒に告げたるは誰そ

汝､聖金曜 日に死すべ Lと

男と愛しきその妻の

糧となりて

我なりきと､神答えたり

優美なる身の

蓄蔵を創り

また凶暴なる歯を創りたる者

☆神の創造の二面性 (鱒とそれを食する者､優美な番夜と凶暴な歯)に言及しているO金曜日は精進日で､

肉の代わりに魚を食べる習慣があるというが､聖金曜日 (GoodFriday)-キリスト受難の日一に食べら
れる鱒 (trout)は､聖餐 (式)のパンと葡萄酒のイメ-ジであり､キリストの聖なる化身でもあろうO

-見残酷な食する行為は､食される者の犠牲のもとに､罪ある人間が神なる者との一体化を許される神聖

な儀式でもある｡しかしそれとは別に､この世の悲惨な現実､戦争や飢餓や自然破壊の一方的被害者の存

在する現実､この不公平に対して､詩人トマスはわりきれない思いを抱いていると思われる｡
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Evams

Evans?Yes,manyatime

Icamedownhisbareflight

Ofstairsintothegauntkitchen

Withitswoodfire,wherecricketssang

Accompanimenttotheblackkettle's

Whine,andsointothecold

Darktosmotherinthethicktide

Ofnightthatdriftedaboutthewalls

Ofhisstarkfarmonthehillridge.

Itwasnotthedarkfillingmyeyes

Andmouthappalledme;noteventhedrip

Ofrainlikebloodfromtheonetree

Weather-tortured.Itwasthedark

Siltingtheveinsofthatsickman

Ileftstrandeduponthevast

Andlonelyshoreofhisbleakbed.
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エヴァンズ

エヴァンズ ? そう､私は幾度 も

その家の寒々 とした階段 を下 り

がらんとした台所の ドアをくぐった

そこには薪が燃え､ コオロギが

黒い鉄瓶の笛に合せて歌っていた

そのあとはまた真夜中の

息も詰まる冷たい闇の中へ と

丘の背の索漠たる百姓家の

壁を取 りまき漂 う闇へ と

戟懐 したのは､この眼や耳を塞 ぐ

深い闇でもなく､風雨にね じれた

ひとつの木から血のようにしたたる

雨滴でさえもなかった 真実は

俺 しい病床の空漠たる岸辺に

私が置き去 りにした男の

血管に塗 り込め られた泥の閣

☆聖職者トマスにとって､ウェールズの教区の現実は厳しい｡

山岳地帯の人々は勤勉ではあるが､教育の機会に恵まれず､無知故に偏狭で､都会育ちの若い牧師をとま

どわせる｡

この詩におけるエヴァンズなる人物は､トマスの "APeasant"等一連の詩に登場するイ7-ゴ･プリ

サー-(IagoPrytherch､トマスが創造した､ウェールズの山岳地帯に暮らす典型的農民像)と同様の精
神構造を持つと思われる｡

Andthenatnightseehimfixedinhischair

Motionless,exceptwhenheleanstogobinthefire.

Thereissomethingfrighteninginthevacancyofhis
mind. ("APeasant",ll.1ト13.)
夜は､椅子に腰を据えて身じろぎもせず

時折身を屈めては､炉の中に唾を吐くばかり

その精神の空虚さに､私は思わずぎょっとなる
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